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輩ちの
アンシラリーサービス料金に関する覚書

需要者門真市 (以下、 「甲」という。)と 供給者関西電力株式会社 (以下、 「乙」という。)と は、甲乙両者

間で締結した、大阪府門真市深田町19番 5号 (門真市環境たンターブサイクルプラザ)を 需要場所とする平成

23年 3月 31日 付電気需給契約書に付帯して次のとおり覚書を変換する。
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1
松下

電器

EY―

NVa

817000

B19C
0.2 太陽光 常用 4 H144.10 〇

2 以 下 余 白

3

4

5

(注)上 表の 「経過措置対象発電設備」相にOを 付した発電設備は、平成22年 4月 1日実施の特定規模需要供給

条件附則4(ア ンシラリーサ‐ビス料金対象容量の取扱い)(3)に より 「当分の間」アンシラリーサービス

料金対象容量に含めない。

乙の供給設備に電気的に接続している発電設備の

定格出力合計値
4キrフット

経過措置対象発電設備の定格出力合計値 4キロフフト

第2条 (控除容量)

平成 22年 4月 1日実施の特定規模需要供給条件 24(ア ンシラリーサービス料金)

は、以下のとおりとする。

(3)イ による控除容量



控 除 容 量 摘 要

一 キリット

第 3条 (アンシラリーサービス料金対象容動

アンシラリーサービス料金対象容量は、以下のとおりとする。

も  な お、控除容量に乗じる算式には、控除容量の対象とならない連系された発電設備の定格出力は除くものとす

る。

第4条 (発電の記剣

乙が甲に発電設備の運転に関する記録の提出を求めたときは、甲は、乙の求めに従いその記録を乙に提出する

ものとする。

第5条 (守秘義務)

甲または乙は、相手方の文書等による承語を得た場合を除き、本覚書交換の事実および本覚書に関する事項に

ついて第二者に開示してはならない。

なお、本条の規定は、本契約終了後においても有効に存続するものとする。

第6条 (その他)

発電設備の設置および更新等により、本党書の内容に変更が生じる場合は、あらかじめ甲は乙に受電申込書等

をもつて変更の申し出を行うものとする。

2 甲 乙両者間で締結した平成 22年 4月 1日付覚書は、平成 23年 4月 1日 以降その効力を失うものとする。

この覚書交換の証として本書2通 を作成し、甲乙各々その1通 を保有する。

平成 23年  3月 31自

甲 (需要者)

アンシラリーサービス料金対象容量 算 定 式

0キロワット 4-4-0× (4-4)■ 4

乙 (供給者)


